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Thepresentpaperdealswiththeresultofawildbeesurveymadeinthealpine
zoneofMt・Tatevama，TovamaPrefecture，Hokuriku，Japan，duringthebeeseason
inl996-1998・Nineteenspecies（1286individuals）ofbeeswereobservedintotal，
whichrepresented8generaof5families・動刀加sspp，werepredominantinthe
numberofindividuals（about70％oftotalindividuals)．About30％oftotal
individualswerecollectedonCompositaeandabout20％onEricaceae・
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1996年～1998年，富山県東部の立山高山域において，ハナバチ類の生態的調査を行った。立
山の高山域からは，5科8属19種（1286個体）のハナバチ類が確認された。ミツバチ科マルハ
ナバチ属が個体数で圧倒的に優勢で，全個体数の約70％がそうであった。コハナバチ科カタコ
ハナバチ属とヒメハナバチ科ヒメハナバチ属（共に約15％）が次ぎ，ムカシハナバチ科・コシ
ブトハナバチ科は極少数の個体が確認されたにすぎない。種数では，ヒメハナバチ科（全てヒ
メハナバチ属）が6種，コハナバチ科が6種，ミツバチ科が4種であり，ムカシハナバチ科は
2種，コシブトハナバチ科は1種であった。被訪花植物は19科53種で，キク科への訪花個体数
が最も多く全個体の約30％，次いでツツジ科約20％，バラ科約15％の順であった。訪花種数で
もキク科が12種で最も多く，次いでバラ科で11種，ツツジ科7種であった。
キーワード：ハナバチ，訪花性，高山域，立山。
はじめに
近年筆者により，富山県内からハナバチ相やそれら
の生態的調査に関する報告がなされてきたが（根来；
1993,1995,1997)，まだ報告された場所は少なく，
県中央部の丘陵地2カ所および県西部の河川敷と低標
高地のみである。県内は勿論，国内でも高山域で行わ
れたハナバチ類調査はまだ数少なく，特に訪花性に注
目して調査された例は木曾駒ヶ岳（Yumoto，1986)，
白山（富樫他：1885,1986；富樫：1988a，1988b）
および白馬岳（Sota，1993）のみと思われる。
この報告は，富山県東部北アルプスの一峰立山の高
山域において，1996年～1998年に行なわれたハナバチ
類の生態的調査の結果である。
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本文に入るにさきだち，調査の実施にあたり協力い
ただいた環境庁中部山岳国立公園立山黒部管理官事務
所ならびに富山営林署，植物の同定をいただいた富山
市科学文化センターの太田道人氏に，また，ヒメハナ
バチ科個体の同定をいただいた九州大学農学部多田内
修博士，ムカシハナバチ科の同定をいただいた鹿児島
女子短期大学の幾留秀一博士，ヒメハナバチ科．A肋7従xtz
属個体の同定をいただいた大野市の羽田義任氏に感
謝申し上げる。また，故坂上昭一博士にはコハナバチ
科個体の同定をいただくとともに種々ご指導いただい
た。厚く感謝申し上げる。
なお，本研究の実施に当たり，その一部に文部省科
学研究費補助金（奨励研究(B)，課題番号09918011）
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表l立山室堂の平均気温（測定9時)，降水量と平均積雪深の年変化（1986年子
を使用した。また，本調査は環境庁の採集許可（環中
部許第215号）を受けて行った。
が見られる。
主な開花植物は，ハクサンイチゲ，コイワカガミ≦
チングルマ，アオノツガザクラ，ベニバナイチゴ，
ハクサンボウフウ，ヨツバシオガマ，シナノキンノ､ミ
イ，ハクサンフウロ，クロトウヒレン，タテヤマア
ザミ，ミヤマアキノキリンソウなどが挙げられる。
表lに，立山室堂平の平均気温と降水量の年変化
（長井，1988）を示しておく。
2．調査方法
調査方法は，Sakagami，LarocaandMoure（19
67）および坂上，福田，川野（1974）等によって用
いられた方法を用いた。詳しくは上記論文にゆずる
が，簡単にいえば「開花季節を通じ，定期的に開花
植物から一定時間，すべてのハナバチを確認する。ま
調査地および調査方法
1．調査域
調査域である立山は，図lのように，富山県東部
に展開する山岳の一峰であり，中部山岳国立公園の
北部にあり，西側は室堂平，天狗平，弥陀ケ原と立
山火山の作り出した緩やかな台地が広がり，東側は
急斜面となって黒部峡谷に落ち込む。調査は，標高
25㈹m前後，ならびに28側、前後の登山路沿いで行
われた。
この地域は，その年にもよるが一般的に10月中旬
から積雪が見られ，6月中旬までまったく雪に覆わ
れる。室堂平での積雪はほぼ6mにおよぶ。盛夏で
も雪渓が各所に見られ，消雪にしたがって順次開花
ことである。
以下の三ヶ所を調査地に選んだ。
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気温(℃）－13．6－14．4－7．4－0．9469.113．215．311．721－3．2－7.≧
降水量(m､）－－－欠測一一一一18738063210520328－－欠測一一
積雪深(c､)485500595562292－－18103222
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(1)浄土沢周辺：標高2350mを起点に，一ノ越に至
る登山路上を標高2550mに至り，往路を戻り出発
点を終点とした（図1）。調査時間は，起点を9：
㈹に出発し折り返し点に11：30到着，30分の休憩
の後12：㈹出発終点に13：30着の，計4時間であ
り，歩行距離は約251《mである。調査日は以下に
示す8日で，6月下旬から9月にかけ月の上旬と
下旬2回の調査をおこなった。
(2)東一ノ越周辺：標高2350mの雷殿を起点に，一
ノ越に至る登山路上を標高2550mに至り，往路を
戻り出発点を終点とした（図1）。調査時間は，
起点を8：30に出発し折り返し点に11：叩至'1着，
30分の休憩の後11：30出発終点に13：叩着の，計
4時間であり，歩行距離は約3.5kmである。調査
日は以下に示す6日で，7月から9月にかけ月の
上旬と下旬2回の調査をおこなった。7月上旬は
雷殿‘駅は開かれていないため逆の順路をとった。
(3)浄土山周辺：標高2660mの室堂山を起点に，浄
土山南峰に至る登山路上を標高2840m浄土山南峰
に至り，往路を戻り出発点を終点とした（図1）。
調査時間は，起点を8：30に出発し折り返し点に
10：30到着，30分の休憩の後11：”出発終点に13：
的着の，計4時間であり，歩行距離は約2kmであ
る。調査日は以下に示す9日で，7月から9月に
かけ月の上旬と下旬2回の調査をおこなった。
本県では，標高24叩、以上が高山域とされている
（宮脇，1977）。調査地は，若干それより標高の低
い場所も含まれているが，大半の場所が24㈹mを越
えるので高山域での調査としてよいものと思われる。
調査日は，なるべく天候の良い日を選ぶようにし
たが，都合であまり良くない日に行なったときもあ
る。
以下に，採集日と採集時間中の天候および最低・
最高気温を示す。
立山浄土沢周辺
19船年
6月24日薄曇り125－13℃ハクサンイチゲ，
ショウジョウバカマ，コイワカガミ等開花。
7月16日晴れ後曇り15-18℃チングルマ，ア
オノツガザクラ，クロマメノキ，ウラジロナナカ
マド等開花
7月24日晴れ後曇り16.5-18℃ハクサンシャ
クナゲ，オオバスノキ，ミヤマアキノキリンソウ
等開花
8月6日晴れ後曇り15-18℃ベニバナイチゴ，
ウサギギク，ヨツバシオガマ，タテヤマアザミ等
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開花
8月19日晴れ時々曇り145－185℃クロウス
ゴ，アオノツガザクラ，タテヤマアザミ，チング
ルマ等開花
9月3日晴れ15－18．Cタテヤマアザミヤマ
ハハコ，ミヤマアキノキリンソウ，ミヤマコウ､ア
リナ等開花
9月18日曇り一時晴れ8.5-10.5℃ヤマハハ
コ，ミヤマアキノキリンソウ，ミヤマコウゾ'1ナ
等開花
1997年
6月24日晴れ後曇り13-15℃ミネヤナギ，コ
イワカガミ，ハクサンイチゲ，ミヤマキンバイ等
開花
立山東一ノ越周辺
1996年
7月17日晴れ145-16.5℃ミネザクラ，ダカ
ネナナカマド，シナノキンバイ，ハクサンイチゲ
等開花
7月25日晴れ後薄曇り16-22℃チングルマ．
タカネバラ，ハクサンフウロ等開花
8月7日曇り時々晴れ17.5-19℃クロトウヒ
レン，ミソガワソウ，オニシモツケ，イワツメク
サ等開花
8月20日晴れ18-20℃ミヤマシシウド，サラ
シナショウマ，タカネグンナイフウロ等開花
9月4日曇り一時晴れ115－16℃タテヤマア
ザミ，ヤマハハコ，ミヤマアキノキリンソウ等開
÷
化
9月21日晴れ時々曇り12-15℃ホソバトリカ
ブト，ウラジロタデ、ミヤマリンドウ等開花
立山浄土山
1996年
8月8日曇り時々晴れ16-18℃ヨツバシオガ
マ，アオノツガザクラ，ベニバナイチゴ，チング
ルマ，ハクサンイチゲ等開花
9月5日晴れ時々曇り8．5－13℃タテヤマア
ザミ，ホソバトリカブト，クロトウヒレン，ミヤ
マアキノキリンソウ，ミヤマリンドウ等開花
9月19日晴れ後薄曇り125－14℃ミヤマリン
ドウ，ミヤマアキノキリンソウ，ホソバトリカブ
ト，タテヤマアザミ等開花
1997年
7月24日曇り時々晴れ125-17.5℃チングル
マ，コイワカガミ，ベニバナイチゴ，ヨツバシオ
ガマ，コバイケイソウ等開花
8月12日曇り12.5-13℃アオノツガザクラ，
ハクサンボウフウ，イワギキョウ，ミヤマリンド
ウ等開花
8月21日晴れ後曇り12.5-16℃クロトウヒレ
ン，ミヤマホツツジ，シラタマノキ，ホソバト'j
カブト等開花
9月11日晴れ後曇り8－11℃タテヤマアザミ
クロトウヒレン，ホソバトリカブト，ミヤマアキ
ノキリンソウ等開花
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1998年
7月15日曇り時を晴れ8.5-10℃アオノツガ
ザクラ，チングルマ，コイワカガミ，ハクサンボ
ウフウ，ベニバナイチゴ等開花
8月24日晴れのち曇り11-14℃タテヤマアザ
ミ，クロトウヒレン，ミヤマアキノキリン､ノウ，
ホソバトリカブト，イワギキョウ等開花
なお，1998年6月22日・同9月23日に浄土山で調査
したが，ハナバチ類は発見できなかった。
結果および考察
1．ハナバチ相
（1）ハナバチ相の組成
表2ハナバチ相組成
今回の調査で確認された全てのハナバチの種名と，調査地・調査日ごとの個体数を以下に示す。
COLLETlDAE
1．Cb//g花s（Cb""“ノメzsz""zzr諏駈rashimaetⅨudome
浄土沢：2ケ,1996-ⅥⅡ－6；東一ノ越：3？33,1996-ⅥⅡ-7,19,1996-ⅥⅡ-20,1げ,1996-Ⅸ－4
2．HW“zfssp・
東一ノ越：23，1996-VⅡ-17,1.1,1996-ⅥⅡ－7．
HALlCTlDAE
3．“smg/Ossz”raM“zjsノ7伽加、/αSakaga皿
浄土沢：10？,1996-VⅡ-16,10？,1996-VⅡ-24,6？,1996-VⅢ-6,5？,1996-VⅢ-19,46g9研,1996-Ⅸ－3，
1串53,1996-Ⅸ-18,19昂,l的7－Ⅵ－24；東一ノ越：3？,l”6－VⅡ-17,59,19船一VⅡ-25,119,1班一VⅢ-7,99
4ケ,19船一VⅢ-20,16甲103，1996-Ⅸ－4，7g3．1，19船一Ⅸ－21．
4．Z北zsjQg/Ossz”raM“"sノ抗s”だ（Vachal）
東一ノ越：1？,1996-VⅢ－20．
5．Z“jQg/Osszf汎rEiM“z《Sノ〃”/C"“”"〃（Bluthgen）
浄土沢：19,1996-VⅡ－24；東一ノ越：1？,1996-VⅢ－20．
6．L‘zsmgﾉossz"〃rZ北zsmg/Osszz"zノe"""ps（Vachal）
浄土沢：1？,1996-Ⅵ-24；東一ノ越：1.1,1”6－Ⅸ－4．
7．Lasj狸0”z柳（L‘zsmg/ossz""ノ"7wza7城（Vachal）
浄土山：1.1,1996-Ⅸ－5．
8．s"だcα左ssj/I"mmTsuneki
東一ノ越：39,1996-Ⅸ-21．
ANDRENlDAE
9．A血加"zz（Aﾉ”窃池ノ／α'”､jazsz""z”泥Tadauchi，田rashimaetMatsumura
浄土沢：79，1996－VⅡ-16,15？,1996-VⅡ-24,5？,1996-VⅢ－6，1？,1996-ⅥⅡ-19,1？,1997-Ⅵ-24；東一
ノ越：2甲,1996-VⅡ－25；浄士山：2？,1997-ⅥⅡ－12，4？,1997-ⅥⅡ-21,3？,1998-VⅡ－15．
10．A'z加ｿmrA肱カゼ敵zノ〃､αz4片g"sisMatsumura
東一ノ越：5？,1996-VⅡ-17,15？,1996-VⅡ-25,11？,1996-ⅥⅡ-7,1？,1996-ⅥⅡ一加．
11．A倣力切泣rE〃z”カゼ7”ノrα々 αﾉzj〃OiHirashima
東一ノ越：1？,1996-Ⅸ－21．
12A肱加加zzrH0例α肱加地zノ(わ""αSmth
浄土沢：1？,1996-VⅢ－6；東一ノ越：1＄,l的6－VⅡ-17,2？,1996-VⅡ-25,1'’19％-VⅢ-7.
13.Aﾉ”7で7"｢雌cうて"”御"ﾉs2伽azazNylander
84
立山高山域におけるハナバチ相の生態的調査
東一ノ越：4？,1996-VⅡ-17,1？,1996-1Ⅲ-25.
14.Aﾉ幼切zzz（ので”zg"ssaノルα""たα〃αmHirash皿a
浄土沢：53,1996-VⅡ-24,2592ケ,1996-ⅥⅡ-6,33？33，1996-ⅥⅡ-19,16？,1996-Ⅸ－3；東一ノ越：8'
13,1996-ⅥⅡ－7，3？1.1,1996-ⅥⅡ-20,1？，1996-Ⅸ－4．
ANTHOPHORlDAE
15・jVb"zα放zjssi〃iYasumatsu
浄土沢：13,1996-VⅢ-6,1.1,1996-VⅢ-19；東一ノ越：13,1996-VⅢ－7，1？,1996-Ⅸ－4．
APlDAE
16勘"2伽s（励刀f伽sノ肋1虹ﾌガαﾉ“”ガaPerez
浄土沢：1？,1996-VⅡ-24,1？49,1996-VⅢ-6,1甲29,1996-VⅢ-19,19,1996-Ⅸ－3；東一ノ越：1？,19
96－VⅡ-17,12,19船一VⅡ-25,139,1弱6－Ⅸ－4；浄土山：2？,19船-VⅢ-8,27？,1997-VⅡ-24,259,1997-1皿
－12，89，1”7－VⅢ－21，792．'’1997-Ⅸ－11，49，1998－VⅢ-24.
17．勘ｿ？"srA化gtz加"zb〃sノCO"so"加応”"αか"葱Vogt
東一ノ越：19,1996-VⅢ-7,69,1996-VⅢ-20,2串391.1,1996-Ⅸ-4,49,19船一Ⅸ-21；浄土山：49，1996
－Ⅸ－5，19，19％一Ⅸ－19，8？，1997-VⅢ-21,4？，1998-VⅢ-24.
18．勘"かjsrRWり”7血循ノ62"た0/α6”""/a（Tkalcu）
浄土沢：29,1996-VⅡ-16,1g39,1996-1Ⅲ-24,1g539,1996-VⅢ-6,62913,1996-1m-19,46912c7L1S
呪一Ⅸ-3,9？38.1,1班一Ⅸ-18,2？,1弱7－Ⅵ－24；東一ノ越：2？,l飛一VⅡ-17,5？109,1駅一VⅡ-25,1935乱
1996-VⅢ-7,329,1996-VⅢ-20,34？7.1,1996-Ⅸ-4,191.1,1996-IX－21；浄土山：5草199,1996-1m－8
3991．1，19船一Ⅸ－5，1599J,19髄一Ⅸ－19，109，1997－VⅡ-24,2？709，1997－VⅢ－12，43？，1997-VⅢ-21,54？
173，1997-Ⅸ-11,27？10？，1998-VⅡ－15，42？10⑦,1998-VⅢ-24.
19．Psi"q)WS（Fセ""/〔たz遭飯/ﾉ2)zfsノノ”wgzαお瓶”"jα‘s（Yasumatsu）
浄土沢：3？,1996-VⅡ－16，19，1996－VⅢ-6,1.1,1996-VⅢ-19,103,1996-Ⅸ－3，33，1996-Ⅸ－18；東一
ノ越：29,19髄一VⅡ-25．
以上のように浄土沢周辺，東一ノ越周辺，浄土山周辺の3箇所より5科8属19種1286個体のハナバチが得られた。
(2)ハナバチ相概要
確認された種とその個体数を各属ごとにまとめ
て表3～5に示す。
今回の調査結果の特徴は次のとおりである。
1．科・属のレベルでは，種類数ではAndrenidae
（全てA""γe"α属）とHalictidaeが6種（内
Lasi0gﾉ0”""属が5種，Sが麓c”@s属が1種）で最
も多く，続いてApidaeが4種（内励ﾉ幼OS属が3
種，PS"ﾙJ”s属が1種）である。
木曾駒ヶ岳の高山域ではハナバチ類は動"'加s
属のみが確認され（Yumoto，1986），白馬岳の
高山域では，動加加s属とPS"妙?js属のみが確認
されている（Sota，1993）が，本調査では高山域
下部で他の属も多く見られ，高山域上部でも少数
だが他の属も見られた。白山（富樫他：1885，19
86；富樫：1988a，1988b）においても，ハナノミ
チ類はめ？f加s属の他，Cb/〃2S属，とzsmgねssz""属：
Aﾉ鋤窃”属，A鮎属が見られている。
個体数では，Apidaeが全個体数の70％，896個
体と最も多く，内勤加加s属が67％867個体，つい
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で，Halictidae16％（内Lasわg/OsszI加属が15％195
個体），Andremdae（全てAﾉ減窃奴属）が14％184
個体であった。Colletidae（CO雌/“属，Hy/“蛎
属），Anthophoridae（Ⅳ0腕α“属）は，ともに
種類数．個体数とも少ない。Megachilidaeは得ら
れなかった。
2．各種の個体数では，勘.6”"CO/αが最も多く733
個体57％を占め，ついで〃””て"/αが198個体15
％，A"た"瓶加c"α”（101個体）と動〃y加""α
（1叩個体）が8％弱で続き，この4種で88％を
占める。
3．高山域上部標高28㈹m前後稜線部の浄土山と高
山域下部標高25㈹m前後斜面部の浄土沢および東
一ノ越とでは，明らかにハナバチ相が異なり，浄
土山では，3科5種確認されたハナバチ類のうち
ほとんどが励此α"CO/a（全個体数の79％）であ
り，励血)”7ガα16％，動.cazsO伽'zzｲs3％とあわ
せて励加6"s属が98％の個体数を占める。浄土沢
および東一ノ越では，各々11種，18種と出現種数
に差は有るが浄土沢で確認された種は全て東一ノ
根来尚
表3各調査域の確認個体数
表4立山浄土沢・東一ノ越における季節変動
表5立山浄士山における季節変動
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ハナバチ科・種浄土沢東一ノ越浄士山計 ??????????????????????????
?????
?
??
?
?
?
妬5
75
17
373
5/475
528/41］
211
28
3
11383
11177
1
1 1
11
3
11461
292
32
1
1 4
5
8417
23
23
2側162
1015
17
232128
182
11/49118/320
61.4/4h53.3/41
?》》》?》》
?》》?》》
》?》
》?》》》?，
》》??》》???》》?
》》》??
(種数/個体数）
ハナバチ科属種数個体数6月下7月中7月下8月上8月下9月上9月下
(YNJ河、順2131/22/91/11/1
，の〃“鑑 1101/81/11/1
〃Lae鱈 1 3 1/2 1/1
HALImmAm51鮎2/201/132/161/213/252/822/1§
Za尻r”ﾉ”5z”41932/201/132/161/213/252/821/16
恥 "“o口跡131/3
ANDRI刑mAF61751/I4/175/404/573/421/171/1
〃佐浪”61751/14/175/404/573/421/171/1
州、僻I覆醗mAR151/31/11/1
ﾉ1“ｦ婚151/31/11/1
APmAE44221/43/83/234/974/105〃1羽3/弱
及"妬34021/42/52/213/963/1043/1192/53
必z･汝勿ゴzﾊタ1201/31/21/11/11/101/3
計18811〃259/4010/7912/18712/1749/2鋤6/76
(種数/個体醤
ハナバチ科属種数個体数7月下8月上8月下9月上9月下
HAIJCImAFlll/］
Za鍾辱ね"z”111/］
A即RFNmAF191/31/21/4
”戯程”191/31/21/4
APmAE3妬52/742/1233/1193/1242/25
…zz5， 34652/742/1233/1193/1242/25
計54753/773/1254/1234/1252/25
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越でも見られており，各属の個体数の割合も類似
している。最も個体数の多い動力”"CO/αは40％
程度，続く血畑吻加"別％程度，A".“""んxzj"奴
10％程度である。
4．ハナバチ類の出現期は，標高25㈹m前後では6
月下旬から9月下旬，標高28㈹m前後では7月中
旬から9月下旬であり，共に8月から9月上旬に
個体数が多くなる。種数は8月に多い。標高2知、
前後ではシーズンの前半にはAndrenidaeの割合
が高く，シー ズンの後半にはHalictidae，Apidae
の割合が高くなる。
2．訪花記録
（1）被訪花植物と訪花ハナバチリスト
表6開花植物各種への訪花ハナバチ類
今回の調査で確認された被訪花植物とそれへの訪花ハナバチ類の個体数を調査地・調査日ごとに示す。植
物は，訪花個体数の多い科の順科内では訪花の早い順に並べた。なお，飛翻中確認した個体も全個体数に
入っているので，訪花個体数は確認全個体数より少ない。
キク科
ミヤマアキノキリンソウ
浄土沢：Cb""“Jtzsz""zzs“:13,1996-VⅢ－6；L‘zsi畷Ossz"〃ｿ鯉”CO/α:39,1996-VⅢ-19,23？43,1996-Ⅸ－
3，1？4ケ,1996-Ⅸ-18；A"z力鋤zz”""々 “〃"”:43，1996-VⅡ-24,8g1d'’1996-VⅢ－6，15？2印,1996-VⅢ－19
9？，19船一Ⅸ－3；Ⅳひ"fα故zissj厩j:13,1996-VⅢ－6；勘"J6zzs〃〃”7/α:19，1996－VⅢ-19；勘"fb"s6ea"/α:49
43，1996－Ⅸ－3，2913，19弱一Ⅸ-18；没sj/妙那7”wgazs:l研,19鉛一VⅢ-19,5印,19船一Ⅸ－3．
東一ノ越：血smg/0s”加7鯉”“/α:1？，1996-VⅢ－7，2g23,1996-1X－4，1？，1996-IX-21；“sio副Ossz"〃
“"j“ps:13，1飛一Ⅸ－4；S"rcaたss"i"､/α:1？,1醗一Ⅸ-21；A弛加'奴紘""紅加"奴:1？,1躯-VⅢ－7；Mﾌ”z敏z
jw〃i：1．'’19船一VⅢ－7；勘"z伽s加節i“/α:13,19弱一Ⅸ－4．
浄土山：酌"血岱舵”"/α:49，1”6－Ⅸ-5,1913,1996-Ⅸ-19,19,1997-VⅢ-12,49,1”8-VⅢ-24．
タテヤマアザミ
浄土沢：動"fbzfsノリ”77/α:19,1996-Ⅸ－3；B9"f伽s6“"/α:29,1996-VⅢ-6,19,1996-VⅢ-19,11？5乱
19妬一Ⅸ-3,3927⑦,1996-Ⅸ-18；Rs"妙?fs〃”恋afs:2ケ,1996-Ⅸ－3，13，19船一Ⅸ-18．
東一ノ越：Z“i理"sz"”7鯉”"/α:1.',1996-IX-4；動""sﾉ1"Ⅸ7":19,1996-Ⅸ－4；励押かおb”i"/α:79
1.1,1996-Ⅸ－4．
浄土山：＆ﾂ"伽s/””加:492.1,1997-Ⅸ-11,29,1998-VⅢ-24；＆"かzsb2”､/α:1991.1,1996-Ⅸ－5，29
4．'’1996-Ⅸ－19，23？113，1997-Ⅸ－11，2396．'’1998-VⅢ-24．
タカネコウゾリナ
浄土沢：LaSmgIOSSZ"れう池""ね:3933，1996-Ⅸ－3；A加加加zhα”た"hj"鯉:39,1996-VⅢ－6，2？,1996-VⅢ
－19．
東一ノ越：Z九zsiQgﾉOssz"邦加4”"/α:59,1996-ⅥⅡ-20．
クモマニガナ
浄土沢：A"〔旅”々 α”々 ""α”:1？,1996-ⅥII-l9；“sjog/Osszj"1”か2℃0ﾉα:1？1ケ,l996-IX-3；励加6z‘s
6”"CO/α:1ざ'’1996-Ⅸ－18．
東一ノ越：HW“zfssp.:1印,1996-ⅥⅡ－7;Z“ねg/Ossz4"”"”"/α:1？,1996-ⅥⅡ-7,19,1惑一ⅥⅡ-20,1？1．'
1996-Ⅸ－4；“SiQg10ssz"〃”6/2"“”脚:1？，1996-ⅥⅡ-20．
浄土山：勘が"s6e”"/α:1⑦,1996-Ⅸ-19．
ウサギギク
浄土沢：Z九zsmgﾉOSS況加””CO/α:l甲,1996-ⅥⅡ-19,1.1,1996-Ⅸ－3．
東一ノ越：Zんzsj理OSS況加“”"/α:193.1,1996-Ⅸ－4．
浄土山：ZえzsiQgﾉOssz〃ﾉza7Wfz"城:1ケ,1996-Ⅸ－5；動"f6zzsh)”7?/α:19,1996-ⅥⅡ－8；勘"1624s"“CO/α:39
1駅一Ⅸ－5．
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キオン
浄土沢：厩"hJ7ｲs7”zぞ97"s:13,1996-Ⅸ-3,13,1996-Ⅸ-18．
ヤマハハコ
浄土沢：“siQgﾉOssz"?”加加CO/α:10？,1996-Ⅸ-3,13,1996-Ⅸ-18；AJ峨窃奴””た”"α"zz:7？,1996-Ⅸ－3．
東一ノ越：Cb"”s)"sz4"“”:1.1,1996-Ⅸ-4；S鮒"α泥ss"〃CO/α:1？,1996-Ⅸ-21；LasiQgI0ssz"”〃""7CO/α量
2Qld'’1996-Ⅸ－4，3？，1996-Ⅸ-21．
クロトウヒレン
浄土沢：動""s舵”"/α:399J,1996-Ⅸ-18；fも""Wｲs〃皿噌g沈z徳:13,1996-Ⅸ－18
東一ノ越：CO""gsyasz”α/sz":1？，l996-VIII-20；Lasj0g/Ossz"”〃"〃j“/α:2？，1996-IX－4；A"〃”α
加加i知c〃α“:2？,1996-ⅥⅡ-20；B9洲bzfshy”"/α:49,1996-Ⅸ－4；89"血岱舵α/"/α:39,1996-ⅥⅡ－7，159，
1996－ⅥⅡ-20,119,1996-Ⅸ－4．
浄土山：勘"6zjsb”""/α:29,1996-Ⅸ-5,3913,1996-Ⅸ-19,29,1997-ⅥⅡ-21,994.1,1997-Ⅸ－11，69
23，1”8－ⅥⅡ-24．
オタカラコウ
浄土山：勘"か⑮6”"､/α:29,1996-ⅥⅡ－8．
ツツジ科
クロウスゴ
浄土沢：A沈加7”/αp加"jaz:5？,19船一VⅡ-16,9？,19弱一VⅡ-24；B9"血zsﾉ”刀揃α：19,1996-ⅥⅡ－6；＆'"か1s
6”/"/α:1？179，1996－ⅥⅡ－6，49，1996－ⅥⅡ-19；便s"〃伽岱〃α涯giCz4S：1？，1996-VⅡ－16，1？，1996-ⅥⅡ－6．
ハクサンシャクナゲ
浄土沢：〃zsm創りsszz"”加加b血:1？,1恥一VⅡ－24；Aﾉ峨窃”/α””“:1？,l“一VⅡ-24；＆フガ血zS6“”〃:1？。
19船－1m-24．
東一ノ越：AJ髄加"zz/α”97"”:1？,1996-VⅡ-25；B"めzfs6”""/α:19,1996-VⅡ-25．
コケモモ
東一ノ越：A放加7奴〃zazf内"fsis:19,1996-VⅡ-25；勘77伽s6”"/α:2？,19鉛一VⅡ-25．
アオノツガザクラ
浄土沢：A加力切奴kz加伽奴z:19,1996-VⅡ-24；89"血sﾉ”x"/α:19,19鉛一VⅢ-19；＆"z6zjs6“j"/α:29，1恥
一VⅢ－6，169，1”6－VⅢ－19，9？，1996-Ⅸ－3．
東一ノ越：A地加7”〃“‘たe"sis:1？,1996-VⅡ-25．
浄土山：A"z旅ﾉ”/α，釦?"cα:1?,1997-VⅢ-12；勘"か4sル)“"/α:19,1997-VⅡ-24,139,1997-VⅢ-12；
勘"z6"S6“"“/α:29，1996－VⅢ－8，29，1996－Ⅸ－19，39，1997－VⅡ-24,1？519，1997－VⅢ－12，39，1997－VⅢ
-21,16？89，1998－VⅡ－15．
シラタマノキ
浄土沢：89"z伽s6g城"/α:29,1996-VⅢ-6,29,1996-VⅢ-19．
浄土山：Aﾉ"妨窃fzz/αP”旅α:4？,1997-VⅢ-21；＆ﾌ"f6zfs6“""Jα:19，1997-VⅢ－2L
クロマメノキ
浄土沢：AJ”で7鯉”"Z娩"ﾉzj"”:1？,1996-ⅥⅡ－6；動"伽S6”た0Jα:4？,1996-ⅥⅡ－6．
ミネズオウ
浄土沢：Aﾉ峨窃奴/α〃wiaz:1？,19船一ⅥⅡ－6，1？,1996-ⅥⅡ－19；A池ｶぜ7奴”fねね:1？,1996-ⅥⅡ－6；A7惚れ"”
ル"”☆“〃α7”:1？，1996-ⅥⅡ－6，2＄，1996-ⅥⅡ－19；勘""s62”"/α:2？，1996-ⅥⅡ－6．
コツガザクラ
浄土沢：勘"かfs舵”"/α:49,1996-ⅥⅡ-19．
ミヤマホツツジ
浄土沢：鋤”窃泣々 "伽娩""α”:1.1,1996-ⅥⅡ-19；勘"かfs舵城"/α:59,1998-ⅥⅡ-19,7923,1996-Ⅸ－3
東一ノ越：A肱加””加汝"ﾉzj"”:1？,1996-ⅥⅡ-7,19,1996-ⅥⅡ-20；励刀油z‘S舵α/j、/α:19,1996-ⅥⅡ－7．
1ウ'’1996-XI－4．
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浄土山：勘"めzfs舵城CO〃:5？,1997-ⅥⅡ-21．
キバナシャクナゲ
浄土山：B"72伽Sﾉz〃”加:49,1997-VⅡ-24．
バラ科
チングルマ
浄土沢：Z4zsi噂osszI"”"《伽､/α:3？,19％一VⅡ－16，2？,19弱-VⅡ-24,2？,19弱一ⅥⅡ－6；Aj幼窃”〃"U"1m:2？、
1996一ⅥⅡ－6；A加加7”たα""た“ﾉzj"”:3？，1996-ⅥⅡ－6，6？，1996-ⅥⅡ－19；動"かfS6g“j”/α:39，1996－､Ⅲ－6，
249，1996－ⅥⅡ－19，10？，1996-Ⅸ－3．
浄土山：動"z伽s/りぬ”7/α:19,1997-VⅡ-24,79,1997-1m-12,19,1997-ⅥⅡ-21；酌"めzds6g師加〃:13？
1”7－ⅥⅡ－12，49，1997－1m-21．
ミヤマキンバイ
浄土沢：Lasj狸OSS""”zz”"/α:5？,1996-VⅡ-16,29,1996-ⅥⅡ－6，1？,1996-ⅥⅡ-19,1？,1996-Ⅸ-3,69,
1”7－Ⅵ-24；Aﾉ鋤窃池内α"峨従〃α”:5＄，1996-ⅥⅡ－6，4？，1”6－ⅥⅡ－19．
東一ノ越：Cb""2s”szz"zas伽j:1？,1996-ⅥⅡ－7；Hy/“z‘ssp.:2.'’1996-VⅡ-17;LasjQgﾉOssz"〃“”､/α:1皇
19％一VⅡ-25,1？,1996-ⅥⅡ-7,4？4J,19船一ⅥⅡ-20,3草2.1,19船一Ⅸ-21；Z“､副Osszz加加s"7花:1？,1996-Ⅶ1
－20;Aγz功ゼノ奴/α””":1?,1996-VⅡ-24;A地力御鯉sz伽皿α:49,1996-VⅡ-17,1?,1996-VⅡ-25.
浄土山：A敵力窃zzz/α””cα:1？,1997-ⅥⅡ-12．
ベニバナイチゴ
浄土沢：LaSi噸OSSz‘"”Zzf""ﾉﾋz:6？,1996-VⅡ-24；A批加7”たα"砿""〔”z:1？,1996-ⅥⅡ－6；89柳bzzs6””/〃
2？，1996-VⅡ－24．
東一ノ越：“sj理ossz4加秘"た0/α:29,1996-VⅡ-17,2？,1兜6－VⅡ-25；A加加7”〃”f物獅s:3？,1996-VⅡ-17
39，1996－VⅡ-25,4？，1996-ⅥⅡ－7；勘"かisルJ”7加:19，1996－VⅡ-17,1？，1996-VⅡ-25；勘7"6z4s6”伽〕/α：
2939，1996－VⅡ-25,119,1996-ⅥⅡ－7．
浄土山：動"か灯ﾉりゅ”池:19,1997-VⅡ-24；動ﾉかzs舵”CO/α:2949,1996-ⅥⅡ-8,2？,1997-VⅡ－242乳
1”8－VⅡ－15．
ウラジロナナカマド
浄土沢：Aj餓窃奴/αpm7"”:19,1996-VⅢ-6；動"加sb”"ﾉα:1？,1996-VⅢ-6．
タカネナナカマド
浄土沢：A弛加？?zz/α””“:1？,1996-VⅢ-6；AJ妨切忽紘""た"""奴:1？,19船一VⅢ-6；＆，"6呪s6”"/α:8？
1996-ⅥⅡ－6．
東一ノ越：Aﾉ妨切”〃“【た27減s:3？,1996-1m-25；Aﾉ峨窃奴吻""α:1？,1996-VⅡ-17,2？,1996-VⅡ-25．
ミヤマダイコンソウ
東一ノ越：Aﾉ”で7醜加“”画s:1？,1996-VⅡ－17．
ミネザクラ
東一ノ越：Z“iQg/OS別"〃ﾉzZ”7m/α:1？,1996-VⅡ-17．
タカネバラ
東一ノ越：Lasmg/ひssz"〃7鯉加、/α:1＄,1996-VⅡ-25；Aﾉ幼切”刀哩fk2"sis:4？,1996-VⅡ-25,19,1996-VⅢ－7；
勘"か応69”i、/α:1？，19船一VⅡ-25．
オニシモツケ
東一ノ越：A肱力切腫〃皿ｲ向e邦sis:2？,1”6－VⅢ-7．
キンポウケ科
ハクサンイチゲ
浄土沢：Z4zsiQg/"szz脚gjW/”PS:1？,1996-Ⅵ-24；“smg/Ossz"”7加加CO/α:3？,1996-Ⅵ-24．
浄土山：勘"zbz4s〃J”77/α:49,1997-VⅡ-24．
シナノキンバイ
浄土沢：Lfzsmg加Ssz"”皿加､/α:1？,1996-VⅡ-24,19,1996-ⅥⅡ－6．
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東一ノ越：Lasj理Ossz"〃畑吻f"/α:1？,1996-ⅥⅡ－7．
ミヤマキンポウゲ
浄土沢：“siQgﾉOSsz"〃ﾉ剛"7COね:5？,1996-Ⅸ－3．
東一ノ越：α/〃2S又zsz""““:1？,1996-ⅥⅡ－7；LfzsjQg/"Sz"〃7"〃"/α:5？,1996-ⅥⅡ-7,1？,1996-VⅢ－20，
2g1d1,l996-IX-4・
ホソバトリカブト
東一ノ越：勘"伽Sc"zsO勿加js：1？,1996-ⅥⅡ-7,49,1996-ⅥⅡ-20,1？1印,1996-Ⅸ-4,19,1996-Ⅸ-21；
＆，"I伽s6”"CO/α:19，19船一Ⅸ-21．
浄土山：励加仇ISC”so"伽"s:49,1996-Ⅸ-5,19,1996-1X-19,79,1997-V111-21,29,1998-VIII-24；
＆ﾌ"2伽s6”"“/α:29，1996－Ⅸ－5，19，1996－Ⅸ－19，99，1997－ⅥⅡ-21,89,1997-Ⅸ－11，2？，1998-ⅥⅡ-24．
サラシナショウマ
東一ノ越：動"f6z応6“"CO/α:19,1996-Ⅸ－4
ゴマノハグサ科
ヨツバシオガマ
浄土沢：動"zbzzs〃)“7ガα:19,1996-VⅢ－6；勘"かzs6”"/α:2？,1996-VⅢ-6,1？,1996-Ⅸ-3．
浄土山：＆フガz6"sh””ガα:19,1997-VⅢ-12；動"血zs6”""/α:3？4？,1996-VⅢ－8，1？39,1997-VⅢ－12，
69，1997－VⅢ-21．
エゾシオガマ
浄土沢：勘"かzs6“""/α:5？,1996-VⅢ－6．
東一ノ越：勘"かzs6e”CO/α:39,1996-VⅢ-7．
浄土山：動"か鱈ﾉz)”77/α:19,1997-VⅢ-21．
シソ科
ミ､ノガワソウ
東一ノ越：勘が血zsルJ恢冗"/α:29,1996-Ⅸ－4；勘"血ｨs”fso"”fs:1？29,1996-Ⅸ－4；B"ﾉかfs6”""/α:5？，
1996-VⅢ－7，69，1996－VⅢ-20,89,1996-Ⅸ－4．
イワウメ科
コイワカガミ
浄土沢：Lasj理Ossz”7郷"γCOﾉα:2？,1996-VⅡ-16；勘"か蹄6”"CO/α:39,1996-VⅢ-19,1？,l996-IX-3・
浄土山：A"〔舵7m/α，"7"“:2？,l998-VII-15；励加6"s〃y加""α:19,1996－V111-8,8？，1997-VII-24；
BO畑6"s6“"CO/α:1？，1996-VⅢ－8，2？，1997-VⅡ-24,19,1997-VⅢ－12，5？19，1998－VⅡ－15．
リンドウ科
イワイチョウ
浄土沢：Aﾉ”窃奴””向α畑"”:2？,1996-VⅢ-19．
ミヤマリンドウ
浄土沢：酌"か鱒6”『"/α:19,1996-Ⅸ-18．
浄土山：＆ﾌ"f"s6”"CO/α:49,1996-VⅢ-8,29,1996-Ⅸ-19,3？,1997-VⅢ-21,99,1997-Ⅸ－1L
キキョウ科
チシマギキョウ：
東一ノ越：勘ｿ"6呪s6e郎加/α:29，1996－VⅡ-25．
イワギキョウ
東一ノ越：A"【加ｿ””加娩""α“:3？,1996-VⅢ－7；酌刀加s6”"CO/α:19,1996-VⅢ－7．
浄土山：＆ﾌ7か⑮6”""/α:19,1996-VⅢ-8,69,1997-VⅢ-21,39,1997-Ⅸ-11,39,1998-VⅢ-24．
フウロソウ科
ハクサンフウロ
東一ノ越：CO此花syasz""as”:23，1996-VIII－7；“smgﾉOSS"加測"かjcO/α:49，l996-VIII-7；A"〔加"α
ルα”肋cﾉziα"α:1g33，1996-ⅥⅡ－7；1W"kz成zissj肘i：1？，1996-ⅥⅡ－7；＆ﾌ"かfsbe〃"/α:39，1996－ⅥⅡ－7，19，
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＆加血Js
l996-Vm-20・
タカネグンナイフウロ
東一ノ越：勘"血fs62姉coja:19，1996－VⅢ－20
ヤナギ科
ミネヤナギ
浄土沢：“sj理Ossz伽畑吻加/α:99,1997-Ⅵ-24；A”獅奴ﾉα”””:19,1997-Ⅵ-24；駒
1997-Ⅵ-24．
セリ科
ハクサンボウフウ
東一ノ越：S"だcα左ss""CO〃:lg,1996-Ⅸ-21；AJ妨窃?α〃1”ﾙazsjs:2？,1996-VⅡ-25．
浄土山：AJ姉御奴/α””cα:1？,1998-VⅡ-15；＆〕"め"sﾉzj”ｿ加:29,1997-ⅥⅡ－12，5？,1
l998-Vm-24・
アブラナ科
ミヤマガラシ
浄土沢：LasjOgﾉ"Sz"〃畑fか7mﾉα:3？,1996-Ⅸ－3；B，"z伽S6”"CO/α:19,1996-Ⅸ－3；Rs"加
1駅一Ⅸ－3．
タデ科
ウラジロタデ
浄土沢：勘"血fs/zy”フカα:19,1996-VⅢ-6．
東一ノ越：AJ幼窃zα/α内""ﾙ〃:1？,19船一Ⅸ-21．
オヤマソバ
東一ノ越：AJ姉御奴〃""”zsjs:19,1996-VⅢ－7；AJk加7奴叱ﾉ”/α:lg,1”6－VⅢ-7．
ナデシコ科
タカネツメクサ
東一ノ越：Cb/〃“J雁zsz"""”;1？,1996-1m－7；Aﾉ跡獅池内α""た"ﾉzia1m:1.,,1996-1m－7‘
スイカズラ科
オオヒョウタンボク
浄土沢：B，加6z‘sﾉz〃Ⅸ7加:19,1996-VⅢ－6．
東一ノ越：勘ﾉ""fs62城CO/α:19,1996-1m－7．
オトギリソウ科
シナノオトギリ
東一ノ越：Z“､gﾉOsszJ"〃加加"/α:1？,1996-VⅢ－7．
スケ科
イワスゲ
浄土山：勘7”4sルj伽蜘加:39,1997-VⅡ-24．
スミレ科
タカネスミレ
東一ノ越：LasmgﾉOsszz"”醒加､/α:1？,19船一､Ⅲ－25．
以上19科53種の植物が19種1123個体のハナバチに訪花された。
6〃"CO〃:○9
(2)訪花性概要
被訪花植物を各科にまとめたものを表7．8に
示す。調査期間中高山域上部（浄土山），高山域
下部（浄土沢，東一ノ越）合わせて，開花の確認
された25科95種の植物のうちハナバチの訪花をう
けた植物は19科53種で，19種1123個体のハナバチ
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,1997-VⅢ-21,1OI‐‐
Rs"んWws班加惣鄭α紺:3ケ
に訪花された。ゴゼンタチバナ，イワツメクサ，
モミジカラマツ，タカネヨモギ，コバイケイソウミ
キヌガサソウ等は開花量は多いにもかかわらず，
ハナバチ類の訪花は認められなかった。
ハナバチ類の訪花が最も多いのはキク科植物で：
全ハナバチ個体数の33％426個体が得られている＝
根来尚
表7立山浄土沢・東一の越における訪花個体数COL：COLLETIDAE，HAL：HALICTIDAE
AND：ANDRENIDAE，ANT：ANTHOPHORIDAE，API：APIDAE
表8立山浄土山における訪花個体数HAL：HALICTIDAE，AND：ANDRENIDAE，API：APIDAE
ハナバチ個体数が多くなる一方他の植物の開花が
終わりに近づくシーズン後半に多く，かつ開花期
間が長く開花面積が大きいことがハナバチ個体を
多く集める要因であろう。バラ科は，平地や丘陵
地では開花植物数の割には訪花ハナバチ種数・個
体数は少ないが，当所ではともにその割合は多かっ
た。ツツジ科も平地より訪花ハナバチ種数・個体
数ともにその割合は多かった。
最も多くの訪花個体が得られた植物はキク科の
タテヤマアザミで，全ハナバチ個体数の12％16(）
次いでツツジ科18％232個体，バラ科16％211個体
であり，この3科で70％近くになる。キンポウケ
科72個体，ゴマノハグサ科31個体と続く。訪花ル
ナバチ種数でもキク科が12種で最も多く，次いで
バラ科で11種，ツツジ科7種であった。続いてキ
ンポウゲ科，フウロソウ科が5種であった。
シーズンの前半はバラ科，ツツジ科･への訪花が
多く，後半にはキク科への訪花が多くなる。
バラ科，ツツジ科では開花がシーズン前半に多
く，開花期間が短い。一方，キク科植物の開花は
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ハナバチ種数／
植物科名植物種数COLHALANDANTAPI計
個体数
6月下7月中7月下8月上8月下9月上9月下
1/4α257ｿ527/1384/62
α35α494/442/111/5
Z193364/371/19
1/1別92/53/112/2
1/51/6別13
国141/2
2/11l/1
3/7
1/2Z4
1/31/1
331/1
1/21/1
1掴1/1
2/2
2尼
1/1
1/1
10/641Z16112/1519/2016/7§
1/66/2（
2/6
2/4
312
1/2
4/229/31
82/44/901/551/23/13011/28
92/32/505/532/6711/17
91/13/293/877/117
51/12/212/105/32
13/243/24
21/21/41/41/11/55/16
11/91/11/2312
22/122/12
11/32/4副7
21/31/3Z6
11/21/426
23/31/1“4
21/21/1Z3
11/11/21/3
11/11/1Z2
12/22/2
・11/11/1
11/11/1
192/115/183臼1531/34/35218/702
キク科
バラ科 ??????????????『…』??
??
????????????? ?? ?? ョ ??ッ ? ???ッ? ? ???
ハナバチ種数個体数
植物科名植物種数HALAM〕API計7月下8月上8月下9月上9月下
キク科31/12/1443/1452/32/463/831/13
ツツジ科41/52/1103/1152/323/682/131/2
キンポウゲ科23/40別401/42/202/142/2
バラ科31/12/373/382/6別272/，
イワウメ科11/22/193/213/182/3
ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科22/192/192/122/7
リンドウ科11/181/181/41/31/91/2
キキョウ科11/131/131/11/91/3
セリ科11/11/82/9皿1/21/6
スゲ科1 1/31/3］/3
計221/11/93/4115/4213/643/1204/1094/1092/19
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個体，次いでツツジ科のアオノツガザクラが11％
137個体，キク科のミヤマアキノキリンソウで9
％116個体が得られている。キク科のクロトウヒ
レンとバラ科のチングルマが共に6％80個体で続
いている。
ハナバチ各科ごとにみると，Halictidaeでは，
個体数・種数ともキク科・バラ科植物への訪花が
多く，Andrenidaeでは，個体数ではキク科・バ
ラ科・ツツジ科への訪花が多く種数ではバラ科・
ツツジ科・タデ科への訪花が多い。Apidaeでは
個体数でキク科・ツツジ科・バラ科が多い。
Halictidaeでは，AndrenidaeとApidaeでは訪花
個体数の多いツツジ科への訪花がほとんど認めら
れない。逆に，Halictidaeでは個体数の多いキン
ポウケ科への訪花は，Andrenidaeでは見られず。
Apidaeでは大変少ない。シソ科，ゴマノハグサ
科では，Apidaeの訪花が見られるが，Halictidae
Andrenidaeの訪花は認められない。
表9．10に，主要な植物（10個体以上訪花）へ
の主要属の訪花個体数を示した。Aﾉ肋で”属は体
の大きさに合わせて中型と小型に2分した。A”
団め0”[z，A".ﾙα"z液""α”が小型で，他が中型で
ある。全般的な体の大きさは，動"血s属，中型
AJ肋で“属，小型A加加7奴属・Z九zsiQgﾉ"sz”属の順
に小さくなっていく。
高山域上部（浄土山）では，A7跡ゼノ”属はアオ
ノツガザクラとコイワカガミに少数訪花したのみ
で圧倒的にBO"z6"s属が多かった。高山域下部
（浄土沢，東一ノ越）では，BOﾉ"6"s属，A1r
の“α属，“siOgﾉOSS""z属の3属ともに多数の訪
花個体が認められた。植物は，①もっぱら勘"血岱
属に訪花されるもの，②もっぱら小型A"功”α
属と“s/理Ossz""属に訪花されるもの，③勘"か侭
属とA1姉で"α属および，またはLasmg/OSS"ﾉ〃属
とに訪花されるものとに大別される。
①では，アオノツガザクラ，ミソガワソウ，ホ
ソバトリカブト，タテヤマアザミ，クロトウヒレ
ン，ミヤマホツツジ，②では，ミヤマキンポウゲミ
ミヤマキンバイ，タカネコウゾリナ，ヤマハハコ
クモマニガナ，③では，ベニバナイチゴ，チング
ルマ，ミヤマアキノキリンソウ，タカネナナカマ
ド，クロウスゴである。③の場合は細かく見ると
③－1ベニバナイチゴ，チングルマのように3属
満遍なく訪花するもの，③－2ミヤマアキノキlj
ンソウのように中型AJf的で'”属の来ないもの，③
－3クロウスゴ，タカネナナカマドのように中型
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A7””α属の多いものに分けられる。
①は，漏斗状花，釣鐘状花または頭状花で，赤
色，紫色もしくは白色，であり，木本もしくはよ
り地表から高い所に咲く草本である。②は，皿状・
椀状花で，多くが黄色，より地表に近い所に咲く
草本である。③－1は大型の椀状花③－，は．
黄色小型の皿状花で地表から高い所に咲く草本，
③-3は，地表から高い所に咲く木本である。こ
れらをみると，同一各科内でも訪花ハナバチ類の
異なるグループがある。キンポウケ科では，ホソ
バトリカブトはもっぱら励刀か岱属が訪花するが
ミヤマキンポウゲにはもっぱらL“/0劃OSS""I属が
訪花する。キク科では，タテヤマアザミ・クロト
ウヒレンはもっぱら動"か心属が訪花するが，タ
カネコウゾリナ・クモマニガナ・ヤマハハコでは
もっぱら小型Aﾒ幼切”属とLasi0割0s現""属に訪花
される。バラ科では，ミヤマキンバイはもっぱら
小型A7f〔加”属とLasjQg/0s”"属に訪花され，チ
ングルマ・ベニバナイチゴには3属満遍なく訪花
する。これらは，各科内でも花形が分化しそれに
訪花者が対応していることを示している。
(3)マルハナバチ属の訪花性
Sota（1993）は，北アルプス白馬岳の調査で，
高山域からは2種の動"か応属，励旋鰯加/α，勘．
hy加c"/αの訪花を観察し，各々，5科11種，5
科9種の訪花植物を報告している。なかでもゴ
マノハグサ科ウルップソウがこの2種によって多
く訪花されるとのことである。白山（富樫他：19
85，1986；富樫：1988a）では，5種の勘"か岱
属がハクサンシャクナゲ，アオノツガザクラ，ハ
クサントリカブトなど漏斗状釣鐘状の花に多く訪
花している。
また，Yumoto（1986）は，中央アルプス木曽
駒が岳の高山域から2種のBﾌ"か岱属，動""inγα，
励上y加硫/αの訪花習性を観察し，共に9科13種
の訪花植物を報告している。高山植物は大きく分
けてマルハナバチ媒花とハナアブ媒花に分けられ，
マルハナバチ媒花は，ツツジ科などの低木やゴマ
ノハグサ科など草本の一部の種，赤・青・紫系の
色彩で釣鐘状・筒状・旗状の花が多く，ハナアブ
媒花は，黄か白色で皿状もしくは雄藤・雌藤の突
き出した筒状の花が多いとしている。また，マル
ハナバチ媒花は，1つの株中では時期をずらしな
がら花が咲くが地域全体としては開花が同調して
おり，ハナアブ媒花は，1つの株中ではいつせい
根来尚
表9主要な植物への訪花ハナバチ個体数（浄土沢・東一の越）Bo：Bombus，An：Andrena
La：Lasioglossum．
表10主要な植物への訪花ハナバチ個体数（浄土山）Bo：Bombus，A、：Andrena
れ，特に，チングルマにはB0.6“"c()/α・Ba
hy加c"/αの両種ともに多く，ミヤマアキノキリ
ンソウには＆7.j“"COﾉαが，ハクサンイチゲ，ウ
ラジロタデ，ハクサンボウフウには＆ﾌ.〃y”ｿγﾉα
が訪花した。ハナアブ媒花とされた，ミヤマキン
バイ，ミヤマダイコンソウ，ミツバオウレン，シ
ナノキンバイ，ミヤマキンポウゲ，カラマツソウ、
コバイケイソウ，ムカゴトラノオ，イブキトラノ
オ，ミヤマセンキュウには今回の調査でもマルハ
ナバチの訪花は確認されなかった。
今回観察された3種のaﾌ"z伽s属中，BひCO"so‐
に開花するが地域全体としては|司調性に乏しいと
のことである。
筆者の今回の調査では，上記の動ﾉ"伽s属の訪
花植物で示したように，Sota（1993）やYumoto
（1986）の調査結果と全体として大きく変わると
ころはないが，Bq6”"の/αで13科33種，Ba
血y加c""で12科18種，BqcO7fso〃加況s2科2種と
より多くの植物への訪花が認められた。また，ハ
ナアブ媒花とされた，チングルマ，ハクサンイチ
ゲ，ウラジロタデ，ハクサンボウフウ，ミヤマア
キノキリンソウにもマルハナバチの訪花が観察さ
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被訪花植物科花形花f
???
B〔
ノ、ナﾉ、ナ1回1牛叡
中型An4型Anla他計
ﾐﾔﾏｱｷﾉｷﾘﾝｿｳｷｸ
ﾀﾃﾔﾏｱｻﾞ ﾐキク
ﾁﾝｸﾞﾉﾚﾏハﾞ
ｸﾛﾄｳﾋﾚﾝキク
●
ﾍﾞ ﾆﾉ､.ﾅｲﾁｺﾞ ﾊ
ｸﾛｳｽｺﾞツツシ
ﾐﾔﾏｷﾝﾊﾞｲ
ｱｵﾉﾂｶﾞｻﾞｸ
ﾔﾏﾉv、
ハ零ラ
ツツジ
キク
ﾐｿｶﾞﾜｿｳシジ
?????????》
ﾐﾔﾏﾎﾂﾂｼﾞ ﾂﾂｼﾞ 漏斗状小
ﾀｶﾈﾅ劫ﾏﾄハ畢ラ皿状小
ﾀｶﾈｺｳｿﾞ ﾘﾅキク皿状中
ﾐﾔﾏｷﾝﾎﾟｳｹﾞｷﾝﾎﾟｳｹﾞ椀状中
ｸﾓﾏﾆｶﾞﾅキク皿状中
ﾎｿﾊﾞ ﾄﾘｶﾌﾞ ﾄｷﾝﾎﾟ ｳｹﾞ 漏斗状大
黄中位7下-9下1340421010｛???????????????
????
』??
????????????????? ?
?????????
?
?? ??
??
?? ??????? ?? ?? ?? 。???? 。』。??
花冠の開花ハナバチ個体数
被訪花植物科花形花色位置期間BQ中型An計
ﾀﾃﾔﾏｱｻﾞﾐキク頭状大
ﾎｿﾊﾞﾄﾘｶﾌﾞﾄｷﾝﾎﾟｳｹﾞ漏斗状大
ｸpﾄｳﾋﾚﾝキク頭状大
ﾁﾝｸﾞﾉl'マハ、ラ椀状大
ｱｵﾉﾂｶﾞ ｻﾞ ｸラツツジ鐘状小緑白下掴
ﾏｱｻﾞﾐキク頭状大赤上{i
ﾄﾞﾘｶﾌﾞ ﾄｷﾝﾎﾟ ｳｹﾞ 漏斗状大紫上個
ﾀﾛﾄｳﾋﾚﾝキク頭状大赤上個
ｸﾞﾉl'マハ、ラ椀状大白下個
ｺｲﾜｶｶﾞﾐイワウメ漏斗状中赤下ｲi
ﾖﾂﾊﾞ ｼｵｶﾞ ﾏｺ、ﾏﾉﾊｸﾞ ｻ漏斗状中赤中個
ワウメ漏斗状中誌
7中・9下1061105
8上－9下9797
8上.9下363G
8上－9下292E
7中－9下262〔
7中－9上1922］
ﾂﾊﾞｼｵｶﾞﾏｺ、ﾏﾉﾊｸﾞｻ漏斗状中赤中位8上－9下1818
ﾐﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳリンドウ漏斗状中紫下位7上－9下1818
ｲﾜｷﾞｷﾖｳキキヨウ漏斗状大紫下位8上－9下131E
ﾍﾞｺ､.ﾅｲﾁｺﾞﾊ、ライ宛伏大赤上位7中－8下1111
ﾐﾔﾏｱｷﾉｷリンソウキク皿状小黄中位7下.9下1111
立山高山域におけるハナバチ相の生態的調査
〃"剛sではそのほとんどの個体がホソバトリカブ
ト花上で，一部がミソガワソウで見られ，この種
はもっぱら漏斗状花を訪花するものと考えられる。
Bq6“"“/αは，13科33種と多くの種を訪花し
たが，特にキク科のタテヤマアザミ，クロトウヒ
レン，ツツジ科のアオノツガザクラ，クロウスゴ、
ミヤマホツツジ，バラ科のチングルマ，ベニバナ
イチゴ，キンポウゲ科のホソバトリカブト，ゴマ
ノハグサ科のヨツバシオガマ，シソ科のミソガワ
ソウ，リンドウ科隻のミヤマリンドウ，キキョウ科
のイワギキョウで多くの訪花が観察された。一方，
開花量は多いにもかかわらずタカネコウゾリナ，
ミヤマキンバイ，ミヤマキンポウケなどには訪花
せず，主に釣鐘状花・漏斗状花・頭状花および大
型の椀状花を訪花し，黄色皿状・椀状花にはほと
んど訪花しないものと思われた。
励血)”γ"αは，励力”""/αと同様キク科のタ
テヤマアザミ，ツツジ科･のアオノツガザクラ，バ
ラ科のチングルマ，イワウメ科のコイワカガミで
多くの訪花が観察されたが，一方，励従α"“/α
の訪花の見られたクロマメノキ，シラタマノキ，
ホソバトリカブト，イワギキョウ，ミヤマリンド
ウへの訪花は観察されず，釣鐘状花や漏斗状花で
も小型・細型の花には訪花しないものと思われる。
また，ハクサンイチゲ，ウラジロタデ，ハクサン
ボウフウ，イワスゲといった開花量は多いにもか
かわらず励旋α"CO/αの訪れない花への訪花が見
られ，特にハクサンポウフウとイワスゲは明らか
に花粉採取が目的であり，ハクサンポウフウでは
ごく短時間の間に1個体が一帯の多数の株の多数
の花を，腹面を擦り付ける様にして訪花した。本
種のハクサンボウフウでの送粉への寄与は小さい
ものではないと思われる。aﾌ"ぬ"s属の訪花性も
まだきめの細かい調査が必要と思われる。
(4)ヒメハナバチ属。コハナバチ属の訪花性
白山（富樫他：1985,1986；富樫：1988b）で
は，L“10割Ossz""属とA"的で"α属の数種がミヤマ
キンポウゲ，ミヤマキンバイなどの椀状花に多く
訪花している。
筆者の今回の調査では，A"〃f"α属で中型の
A"./”加7"caszI""zOﾉ"ぞとAルノ"α"た2"s/s，小型の
A"Aαﾉ”た"内iα"αと“sjO副Ossz""属“”I"7rO/αが
Bﾌﾉ"仇fs属以外では主要な訪花者である。
浄土山では，Aﾉ跡で"α属はA"Jα，加7"“のみ，
L“j0gIOss"加属は“."ﾉﾌ"αﾉ城が極少数見られた
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のみであり，A"的で”属とLasiOgﾉOssz""属のほと
んどは，浄土沢・東一ノ越で得られた。
“J剛かICO/αは，キク科のミヤマアキノキリン
ソウ、ヤマハハコ，バラ科のミヤマキンバイベ
ニバナイチゴ，キンポウゲ科のミヤマキンポウゲ
に多く訪花した。A凡々 α""た0c/"α”は，キク科の
ミヤマアキノキリンソウ，ヤマハハコ，バラ科の
チングルマ，ミヤマキンバイに多く訪花した，
“J"I"CO/αとA".内α""た“"α"αの訪花傾向は共
通性が高く，ハナアブ媒花とされる黄色か白色の
皿状・椀状花に多く訪花するが，一方，A〃
“ﾉﾉ"た“/"α"αは，Lα・ﾉ"z"CO/αの来ないツツジ科
の釣鐘状花に訪花し，Lα〃"，”cOIaは，釦z
内αﾉﾉ"た0c〃α"αの来ないキンポウケ科に来る。ま
た，A凪片α"""C"αﾉzαの出現期はほとんど8月に
限られるのに対し，“.'"f〃/CO/αは7月および9
月に多く，この両種間には訪花時期に差が見られ
る。
A"/”加7"“は，ツツジ科に多く訪花し，A"
"""たg”sはバラ科特にベニバナイチゴに多く訪
花し，両者間にも差がみられるが，この両者の訪
花性についてはより一層の調査が必要である。
まとめ
1.1996年～1998年に富山県東部，立山の高山域にお
いて，ハナバチ相の生態的調査を行なった。その結
果，5科8属19種1286個体のハナバチが確認された。
勘"か岱属3種が部7個体と圧倒的に多く，血z”gbssl”
属が5種195個体，A'姉御奴属が6種184個体であっ
た。他の5属は各1種のみで個体数も1ないし数個
体であった。最も個体数の多かった種は＆)"z6"s
6”"の/αで733個体，次いでLasmgﾉOssI"〃7W"CO/α
が198個体，Aﾉx加"αルαﾉ"汝"""〃101個体，＆7"め“
ノzy"""α100個体と続く。他の15種の個体数は少な
かった。
2．標高2知、前後の浄土沢および東一ノ越と，27㈹m
前後の浄土山とでは，ハナバチ相に差が有り，浄土
山では，種数が5種と少なく動"かfs6“"CO/ぽが全
個体数の約80％を占め圧倒的に多く，他の2種とあ
わせて勘ﾉ"伽s属が98％の個体数を占める。浄土沢
および東一ノ越では，各々11種，18種と出現種数に
差は有るが共通性が高く，各属の個体数の割合も類
似している。
3．ハナバチの活動期間は短く，標高25㈹m付近では
6月下旬から9月下旬。稜線部28“m付近では7月
中旬から9月下旬であり，ともに8月上旬から9月
根来尚
上旬のほぼ1ヶ月間が最盛期である。
4．調査期間中ハナバチの訪花をうけた植物は全体で
19科53種である。そのうち訪花種数・個体数とも最
も多いのはキク科植物で，ハナバチ類12種，全ハナ
バチ個体数の33％が得られ，ついでツツジ科7種18
％，バラ科11種16％でこの3科で全ハナバチ個体数
の70％近くになる。最も多く訪花の見られたのはタ
テヤマアザミで全ハナバチ個体数の12％が得られ，
次いでアオノツガザクラ，ミヤマアキノキリンソウ，
クロトウヒレン，チングルマの順である。
5．励加6"s属では，漏斗状花，釣鐘状花または頭状
花で，赤色，紫色もしくは白色であり，木本もしく
はより地表から高い所に咲く草本に多く訪花する。
小型A"〔加7m属・LasiO劇0ss"加属は，皿状・椀状花
で，黄色，より地表に近い所に咲く草本に多く訪花
する。中型A"【加うれ属ではツツジ科バラ科の地表か
らより高い所に咲く木本に多く訪花する。
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